
Thoreauの荒野と野生

―西方志向の特質―

六 川 信

野性的な ｢荒野｣を無垢な庭園と見なしそこに機械文明が侵入するとき,｢文明｣を批判
し拒否し ｢荒野｣(西部)を志向するというテーマは,処女大陸アメリカの精神風土に深く

根ざしたきわめてアメリカ的なテ-マであり,アメリカ文学の中に根強く流れている伝統的

なものである(1).H.D.Thoreau(1817162)もこの伝統の流れの中にある.GilbertWhite

に始まるNatureWritingを真に文学的形式に織りなし磨き上げたのは,アメリカ文学にお

いて Thoreauを始祖とするからである(2).

さて,Thoreauの荒野論を展開するとき,彼の日誌を含めた全作品を検討することが必

要であろう.日誌は彼の思索の所産であるからである.だが,西方志向のテーマが彼の作品

の中で最も端的に表われているのは,野性的な自然を明白に説 く特異なエッセイ HWalk-

ing"(3)と周知の傑作 Waldenの "Spring"の章であるといえよう.特に 〃Walking"には,

そのテーマが集約的に表現されているように思われる.従って,本論では, "Walking"を

中心に考察を試みることとする.

"Walking"は,頭初からエッセイとして書かれたのではない.1850年から翌年にかけて

の日誌にその原型が見られる.Thoreauはそれをもとに,1851年4月 `̀TheWild"の演題

で ConcordのLyceumで講演し,翌月 Worcesterで同じ講演をくり返した.彼はこの講

演を好み,何度も加筆してはくり返した.長くなった新しい原稿に,1856年,"Walking"の

題を与えた.1862年3月,Thoreauは講浜に使った原稿 "TheWild"とりWalkingMとを

-まとめにして完成しAtlanticMonthly誌へ送った.その年の6月,HWalking,Orthe

Wild"のタイトルで誌の主要記事として世に出た(4).Thoreau没後1ケ月のことである.

翌年出版の 丘xcursionsinFieldandForesiの中に,このエッセイは"Walking〟として

おさめられた.

成立事情にもより,"Walking"は二部からなっている.WalterHardingは,前半部は

歩く喜びについて後半部は ｢野性(坐)｣について語られている,と言う(5).彼はまた,｢文
明病への万能薬としての荒野 (Wilderness)の必要性｣というThoreauの好きなテーマが,

このエッセイの中で十分に展開されているともいう(6)."Walking''を読者の視点で見ると

き, Hardingの言うことは正しい. Thoreauは荒野を愛し,荒野に体ごと出かけていき,

野生を求めた.その理由は何か.彼にとって西部とは何であったか.我々は作者の視点から

この問題を再考することとする.
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1

Thoreauの時代すなわち19世紀前半世紀は,社会的にはアメリカの西漸運動が盛んであ

り,国は西へ西へと広がっていた.経済的には産業革命の波が押し寄せ,都市化が著しい社

会現象であった時代である.アメリカの繁栄と希望のぬくもりがゆき亘っていた時代であっ

た.

GeorgeWashingtonの大統領就任の翌年1790年の国勢調査によれば,合衆国の総人口約

400万のほとんど全部が農村人口であった.都市と呼ばれるにふさわしい人口8千以上の都

市は5市にすぎなかった.人口4万2千の Philadelphia,3万3千の NewYork,1万8

千の Boston,1万6千の Charleston,そして1万2千の Baltimoreであった(7).これら

の都市人口の合計は合衆国総人口の3%強にすぎなかった(8).10年後の1800年にいたっても,
人口3千以上の都市は16にすぎなかった.

都市が急速に発達したのは1820年頃からである.1820年には人口8千以上の都市は13市と

なった.1869年には141市に急増し,都市人口も507万2千余に膨張した.この頃には,合衆

国総人口中の都市人口の割合は16%強となった(9).1840年代アメリカ合衆国の人口は36%の

上昇を示したが,人口8千以上の都市人口は90%という増加率を示したく10). これは都市化

が西部への移住より急激で強力であったことを物語っている.高賃金の都市の職が都市への

人口集中をひき起こしていた.

このように都市が急激に発達した要因は,運河の開通と機枕産業の発展と鉄道の発達であ

った.Erie運河が1821年に開通し,五大湖地方はNewYorkと水路連絡され,NewYork

は北西部への主要な出入口となった.1832年Ohio-Erie運河の開通により,Clevelandは

1850年までにフロンティアの寒村から湖の大港町にのし上がった. Chicago村の建設は18

33年で人口わずか350人であったが,運河の開通により何首隻もの船舶が集まり,1860年ま

でには,Cincinnatiとほぼ同じ人口10万余の大都市に発展した(ll).50年代には貨物の大部

分が運河によって輸送されていたのである.運河が長距離輸送を開始すると鉄道がこれに挑

戦しはじめた.

1828年に Massachusettsに鉄道が敷設され鉄道時代の夜明けを告げていた.30年代には

鉄道は全国に広がり,1840年には全長3千マイルに延びた.1860年までには,Baltimore,

Philadelphia,NewYork,Boston間に列車が定期的に運転された. これらの都市は鉄道

によって Cleveland,Cincinnati,Chicago,St.Louisなどとも結ばれた.南部の主要都

市にも鉄道網がはりめく●らされた.1869年には, Nebraskaの Omahaから西に向って建

設されてきた UnionPacifiC鉄道の線路と Californiaの Sacramentoから東に延びて来

た CentralPaci丘C鉄道の線路とが,Utahの Promontoryで接続された(12).最初のアメ

リカ大陸横断鉄道の完成であった.Thoreauが Walden湖畔の独居生活をしていた頃,衣

通の中心は鉄道であったのである.

運河と鉄道は,工場に向けてのまた工場からの原料と商品の流通を助けた.蒸気機関によ

る動力と産嚢技術の革新は生産性を著しく上昇させた.農本主義の経済は産業主義経済へと

急敦な変化をとげていた.アjリカは,旧世界への原料供給国ではなくなりつつあった.18

69年には138万人余が工業関係の工場で働いていたが,その家族も含めると, アメリカ総人
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口の約6分の1が製造工業により生計をたてていた.更に,この製造工業に開通する仕事に

従事する老をも加えると,全人口の3分の1が製造工業関係によって生活を支えていた,と

当時の国勢調査官は報告している(13).

都市と機械産業の勃興,運河と鉄道の建設,都市人口の集中化,賃金労働者の増加.Tho･

reauの時代は,このように激変と繁栄の産業社会を土台とし,機械文明が急激に押し寄せ

た時代だった.

日を西に向けると,19世紀中葉はアメリカのフロンティアの酉漸運動の最盛期であった.

機械技術の進歩に伴い,フロンティアの開発はめざましい勢いで進められていた.元来,7

ロンティアの彼方の無人の大陸- 西部- には抗し難い魅力があった.西部に宿る吸引力

が,開拓者や移民を Allegheny山脈を越え西部へと西進せしめた(14).牧草地は牧場主を,

安価にして肥沃な土壌は農民を,野獣狩りは狩人と交易商人をそれぞれ西部へと誘った.18

42年には ｢オレゴン熟｣が開拓民をおそった.西部 Iowa,Missouri,Illinoisなどの開拓

民は,いっせいにパーティーをくんで100台の幌馬車隊をつらねて,オレゴン街道 (Oregon

Trail)を通って Oregon-と向った(15).

この西漸運動に拍車をかけたのがGoldRushであった.1848年1月CaliforniaのSacra･

mento流域で金が発見されると, このニュースはアメリカ全土に広が り, Californiaへ

の大 GoldRushを引き起こした. 2年のうちに Californiaの人口は10万にふくれ上がっ

た(16).合衆国各地の冒険家ばかりでなく,一握千金を夢みた人々は世界のあらゆる地方か

らこの金鉱地方に殺到した.以前には西部の魅力がアリゲニー山脈をこえさせたが,今度は

GoldRushが人々の心を大平原とロッキー山脈とを跳びこえさせていった.Thoreauはこ

のような時代にどう生きようとしたのだろうか.

2

Thoreauの葬儀に際し,Emersonが ｢彼は Concordで一番のひま人であった｣と言っ

たとき,人口2千のその村の人々は, Emersonの真意も汲みとらずに,そのことばに同感

したにちがいない.村人の日に映った Thoreauの姿は,ひまそうに山野を歩き廻り,勝手

気ままに日雇いの仕事をし,時には父の仕事を手伝って暮らす変人とも言える姿であった.

彼は大学卒業直後 Concordで2週間程教職についたが,教育委員会と生徒指導で意見が合

わず辞表をつき出してしまった.その後は,父ゆずりの鉛筆製造業の仕事と測量技師として

の仕事はしたが生涯にわたって定職をもたなかった. HarvardCollege出のエリートの身

でありながら,今日のヒッピーのような生活をすることに村人はなじめず,山火事を出した

こともあり, Thoreauは村人に白眼視されていた.むしろ, Thoreauの目指した真正の

生き方が世間の人々のみならず,Emersonをも含め文人や批評家の理解の範囲をこえてい

た,という方が適切かもしれない.

Thoreauは都市文明を嫌悪し自然を愛した.西部の荒野を愛し野生を求めた.しかし,

Applachian山系の一部をなすアリゲニー山脈を越え開拓者たちのようにフロンティアの生

活をしたことはなかった.この山脈を越え Emersonのように講演旅行に出ることもなかっ

た(17).晩年1862年のMinnesota-の保養旅行が西部への初めにして最後の旅となった.彼

は45年の生涯を独身で貫き,主に Concord周辺の自然を遣遷した.その彼はひたすら西部
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への旅を求めた. Thoreauにとって西部とは何であったのだろうか.

Theneedlesofthepine

Alltothewestincline.(18)

これは,"Walking"の初版ともいえる重要なエッセイ "AWalktoWachusett''(19)の

冒頭の短詩である. Thoreauは1842年7月 MargaretFullerの兄 RichardFullerと共

に Concordの西方30マイル程のところにある Mt.Wachusett-徒歩旅行を楽しんだ.こ

のエッセイはその体験から生まれた.翌年1月, 彼は BostonMiscellany誌にこれを発表

した.

さて,このエッセイの Epigram として用いられているこの短詩は,初め1841年5月の日

誌に書かれていた.1852年 1月の日誌には,pineneedlesは東に向いていることを観察し

確認した事実が記されている.精綾な自然観察者の態度がうかがわれる.ただ重要なのは,

この事実確認後, 彼はこの短詩に手を加え書き改めることを拒否したことである(20). 科学

者より詩人が彼の心の中で優先していたと言えようか.この自然科学者らしくない態度はど

こに起因するのだろうか.

"Wefanciedthattherewasalreadyacertainwesternlookaboutthisplace,a

smellofpinesandroarofwater,--"(W.Ⅴ.140)これは, RichardFullerと共に

Concord西方の Sterlingを通りStillwater川の岸辺に着いたときの描写である.ここは

NewEnglandなのだが,松の香りや川の水の音などその風景の中に, Thoreauは西部の

色合いを感じとる.山頂に着くと,はるか彼方のアラビアか極東にまで旅をして釆たかのよ

うだ,と書く.頂上に張ったテントの中で,彼は Virgilと Wordsworthを読み新しい喜

びにひたる.この頂上は神々の行きかう荘厳で孤独な場所であり Homerの 01ympusで

ある,とThoreauは述べる.Mt.Wachusettはフロンティアとしての西部を連想させる.

この山は超絶主義者Thoreauが融合を望んだ霊と分別との中間世界の象徴となっている(21).
Thoreauの手にかかると,Waldenが典型的にそうであるように,現実の旅は彼の深い想像

力の中で浄化され変形され(22),アイディアルな世界を描き出すようになる."h thespaces

ofthoughtarethereachesoflandandwater,wheremengoandcome.Theland-

scapeliesfarandfairwithin,andthedeepestthinkeristhefarthesttraveled."

(W.Ⅴ.135)(下線部筆者)この一文こそこのエッセイの根幹である. Thoreauは,旅

を地理的な距離では考えないのだ. "within'' の語が彼の内部の世界一精神-を暗示す る

ように,彼にとって,旗とは精神の奥深くへ進むことなのだ.更に,このエッセイのタイト

ルの HWachusett" 自体が西部を暗示する. このエッセイは西部-の旅の物語であ り,

"Walking''を生み出す母胎となった.

"Letusmigrateinteriorlywithoutintermission,andpitchourtenteachday

nearerthewesternhorizon.Thereallyfertilesoilsandluxuriantprairieslieon

thissidetheAlleghanies."(Journal,March21,1840,W.ⅤⅠⅠ,131)

｢アリゲニー山脈をこえると真のアメリカが始まる｣という-マソンの有名なことばがあ

る(23). 当時の西部は, アリゲニー山脈の彼方に広がっており, アリゲニーを越えた西部

(Westastrams-Allegheny)だった.そこは内陸の奥地の西部 (Westinterior)であり,



Thoreauの荒野と野生 85

"within"の内包 (connotation)をもっている. "interiorly"は ｢奥地-｣というよりも

｢精神の内部へ｣の意味を帯びている. Thoreauにとって,アリゲニー山脈の向こうの西

部-実際に旅をすることは重要ではなかった.こちら側にこそ,肥沃な土地と縁豊かな大平

原が広がっているのだ.従兄弟のGeorgeThatcherに宛てて "Iamgladifyourwestern

experiencehasmadeyouthemoreaNewEnglander."く24)と書き送っている.Thoreau

は,内部世界に沈潜し深く心を耕すことこそ,遠い西部-旅することなのだ,と主張する.

"Thedeepestandmostoriginalthinkeristhefarthesttraveled."(25)"Thebrave

manstaysathome."(Journal,Dec.2,1839,W.ⅤⅠⅠ.106)"--Sittingstillathome
istheheavenlyway;thegoingoutisthewayoftheworld.''("AWinterWalk,"
W.Ⅴ.174)そして,彼は止まり木に立った朝の雄鶏のように高らかに叫ぶ.

Ifyouwouldtravelfartherthanalltravelers,benaturalizedinallclines,and

causetheSphinxtodashherheadagainstastone,evenobeythepreceptofthe

oldphilosopher,andExplorethyself.--Startnowonthatfarthestwesternway,
whichdoesnotpauseattheMississippiorthePacinc,norconducttowardaworn-

outChinaorJapan,butleadsondirectatangenttothissphere,summerand

winter,dayandnight,sundown,moondown,andatlastearthdowntoo.(26)

Thoreauの言う西部とは歴史的現実としてのフロンティアとしての西部そのものではな

い.きわめて象徴性に富んでいる.それは, Concordの西や Mississippi河や太平洋とか

の地理上の西というより,むしろ人間の内部世界の果てしなく遠い西を指している.西部と

は,開拓者の居住するアリゲニー山脈の彼方の土地ではなく,一つの概念でありメタファー

である(27).｢文明｣と ｢野蛮｣との出会う辺境ではなく,因習的日常生活に訣別して入る新

世界の入口であった.それは,彼自身の内面化された西部であり彼の内部世界でもあった.

例えば, `̀Startnowonthatfarthestwesternway"と高らかに歌い上げるThoreauは,

Oregonはおろか KentuckyにもOhioにも旅したことはなかったのである.それどころ

か,物欲にかられ西進する人々を噸笑した.彼は GoldRushを軽蔑の眼で見つめていた.

未開発の経済領域に対する征服欲,土地への投枚的利潤の追求,反知性主義,偽善という西

部の腐放した状況は Thoreauに嫌悪感をもよおさずにはおかなかった. Thoreauにとっ

て,Concordは現実の西部よりはるかに西部でありえたし,NewEnglandにとどまって

真正に生きることは開拓者たちより一層開拓者でありえた.現実の西部を恐れ嫌悪した彼は,

心の中に築いた西部を崇拝してやまなかった.

Thoreauは Concordに永住することによって,誰よりもWesternerになろうとした.

従って,WaldenPondはThoreauにとって遠い西部の湖に等しく,その森は西部の森と映

った.WaldenPondは永遠 ･清浄 ･黄金時代の象徴であり,そのほとりに立つ小舎も俗世

界の文明に汚されず腐敗していない無垢な場所であった.Waldenは Concordにある池と

いうよりも,作者 Thoreauの精神に存在する楽園 (Paradise)と考えていいだろう.この

意味では, WaldenPondは時代を超越し現実をこえているものなのである(28). Thoreau

が隣人から1マイル疑れて住んだことを殊更強調し, "WhereIlivedwasasfaroffas

manyaregionviewednightlybyastronomers."(Walden,87-88)と誇張する. これ
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は,西部へ行かずに西部に住めるというThoreauの信念によるものだ.先に述べたように,

現実の西部へ足を踏み入れたことのない Thoreauは,西部を肌で感じとることはできなか

った.彼は,西部に関する40冊に及ぶ旅行記の読書を通して西部への族を読けていた(29).

Thoreauは J.F.Cooperのように西部の辺境は描かなかったが,西部について熱をこめ
て語った.

3

Thoreauは西部を象徴的にとらえていた,と述べた.次に,我々は象徴的な西部の中味

について考察する.

IbelievethatthereisasubtlemagnetisminNature,which,ifweunconsciously

yieldtoit,willdirectusaright.Itisnotindifferenttouswhichwaywewalk.

Tllereisarightway;･･･-Wewouldfaintakethatwalk,neveryettakenbyus

throughthisactualworld,whichisperfectlysymbolicalofthepathwhichwelove

totravelintheinteriorandidealworld;- - WhenIgooutofthehousefora

walk,uncertainasyetwhitherIwillbendmysteps,andsubmitmyselftomy

instincttodecideforme,Ifind,･･････thatIfinallyandinevitablysettlesouthwest,

towardsomeparticularwoodormeadowordesertedpastureorhillinthatdirection.

("Walking,"W.Ⅴ.216-217)

散策の方向を決めるとき, Thoreauは直覚力に任せる.すると自然の不思議な磁気に導

かれて常に西方に進む.それが正しい方向なのだ.彼が好んで旅する小路を象徴する道は西

にあるからだ.ここに見られる自然の磁気への熱中や,後に述べる神話-の関心は,日に見

える自然の背後にその自然の根本にある秘奥を探求しょうとしたロマンチスト一般に見られ

る傾向である(30).

当時, Concordの散歩地域が村の南西に広がっていた. Thoreauが歩を西に進めるの

は,この地理的条件によるよりも西部の象徴性による.彼は西部を ｢荒野のエデン｣と考え

た.彼が西部に理想郷を求めたのは,エリザベス女王以来19世紀未まで,ヨーロッパ人やア

メリカ人が新大陸を｢地上の楽園｣として想像力の対象とする憤向のあったのと符号する(31).

複雑なこみ入った文明化された都会的な人々は,清純で原始的な汚されていない処女大陸ア

メリカを田園的 (pastral)世界として理想化した. Thoreauも,文明から離れて自然へ,

都会から田舎へ向いたい衝動をもった.社会からのがれ理想郷に隠棲するというテーマの下

に, HWalking"が書かれた(32).

EverysunsetwhichlwitnessinspiresmewiththedesiretogotoaWestas

distantandasfairasthatintowhichthesungoesdown.-- HeistheGreat

WesternPioneerwl10m thenationsfollow.--TheislandofAtlantis,andthe

islandsandgardensoftheHesperides,asortofterrestrialparadise,appearto

havebeentheGreatWestoftheancients,envelopedinmysteryandpoetry.Who

hasnotseeninimagination,whenlookingintothesunsetsky,thegardensofthe
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Hesperides--･?("Walking,''W.Ⅴ.219)Thewestsideofeverywoodandrising
groundgleamedliketheboundaryofElysium,andthesunonourbacksseemed

likeagentleherdsmandrivingushomeatevening.SowesauntertowardtheHoly

Land.("Walking,"W.V.247)

初期アメリカ文学では,日没は旧時代或は死のイメージとして用いられた(33).けれども,

Thoreauにとって,真赤な西の太陽は永遠の象徴であり,西-進めと誘なう偉大な西部開

拓者なのだ.日没は彼に ｢荒野のエデン｣を想像させずにはおかない.ここに掲げた引用も

きらびやかな ｢荒野のエデン｣のイメージで盗れ,日没の美しい絵画のように我々の心を惹

きつける.西部は Thoreauの想像力の中でギリシャの黄金時代と重なる.その時代は社会

の進歩が最高潮に達し繁栄と幸福と平和に満ちていた.更に,彼は日没に輝く西の空の中に,

美と富に満ち繁栄を誇ったギリシャ人のアトランティス島,ギリシャ神話の黄金のリンゴの

楽園へスペリデスの島々や庭園を,投影して見てとるのだ. 〃Walking"は日没の描写で終

わる.すべての森と丘の ｢西側｣はギリシャ神話の極楽 (Elysium)の境界のように輝く.

楽園のイメージがこのエッセイをすっぽりと包んでいる. Thoreauは西部を簡素で無垢で

純朴な風景美に満ちた牧歌的理想郷すなわち Arcadiaと見た.その Arcadiaを聖地とも

呼んだ.その聖地へ彼は歩くのだ.彼の西部は幻想の土地ではなく想像の精神というにふさ

わしい.

｢光は東方から｣は西洋の思想である.ローマ人にとって先進の文明が東方から入って来

たように ｢光｣とは文明を表す. Thoreauは東に文明を見たが,酉に ｢実り｣を求めた.

"FromtheEastlight;fromtheWestfruit."("Walking,"W.Ⅴ.221)勿論,この大

文字の Westは彼の内部世界を指す.西へ進むとは黄金時代を自己の精神の中に実現する

に等しい.彼はその方法を Bhagavadgitaをはじめとす るインドの聖典に学んだ.この東

洋神秘哲学とアメリカにまつわる ｢インドへの道｣という･最も古い想念が(34),Thoreauの

西方志向を生む要田となっていると言えよう.彼が,"ThepureWaldenwaterismingled

withthesacredwateroftheGanges."(Warden,298)と語るとき,明らかに彼の西方

志向の中には聖地インドに連なりたいという強い思念があると言える.更に言えば,彼の西

方楽園の志向は西方浄土思想に頬似している.

4

以上述べたことからThoreauの場合,西部 -Arcadia- 聖地という図式が成立する.

"Walking"は saunteringの語の解説に始まり聖地へ Saunterすることで終わっている.

さて,"saunter"とは 〃towanderortravelaboutaimlesslyorunprofitably.･totravel

asavagrant."(OED),"towalkaboutidlyandinleisurelymanner,totravelaround

aimlesslyfromplacetoplace(Webster第三版)の意味だ.或る目的地に到着すること

ではなく,あてもなくひまそうにぶらぶら歩き廻ることなのだ.一方,Thoreauは,フラン

ス語のSainte.Terre(聖地)が Saint㌣Terrer(聖地へ赴く人)-Sauntererとなったのだ

と説く.そして Sauntererとは Holy-tan°er(聖地巡礼者)であると断言する.Thoreau

は荒野なる西部への歩みを神聖な場所を目指す巡礼者の旅と考えていた, といえる.彼は

hikerでもwalkerでもtramperでもjourneymanでもなくHoly-Landerであった(35).
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その彼は宣言する. "Ihavemetwithbutoneortwopersonsinthecourseofmy

lifewhounderstoodtheartofWalking,thatis,oftakingwalks,- whohada

genius,sotospeak,forsauntering,"("Walking,"W.Ⅴ.205) 彼の言う,歩く術と

はどういうことなのだろうか.

Thoreauは,ほとんど毎日4時間以上,時には何日も続けて歩く.沈思し院想しながら,

酪髭のように,森を通り丘や野を越え,踏みならされていない道をえらんで遣造する.lo†

イル20マイルと間断なく歩み続ける.月光を背にあびて,真夜中から夜の明け方近くまで歩

き続けることもある.彼は有名なことばを残している."Ihavetravelledagooddealin

Concord."(Walden,4)彼の言うsaunteringとは,運動のためではない.それ自体が1日

の事業であり冒険なのだ.彼は,saunteringは自分の職業である,と主張する.彼は真に生

きるための手段として saunteringを実践した.sauntering実践の覚悟について Thoreau

は言う."Ifyouarereadytoleavefatherandmother,andbrotherandsister,and

wifeandchildandfriends,andneverseethemagain,- ifyouhavepaidyour

debts,andmadeyourwill,andsettledallyouraffairs,andareafreeman,then

youarereadyforawalk,"("Walking,"W.Ⅴ.206)彼は,過去を焼き払う儀式の必

要を,見事に語っている.これは自然の中に完全に投入するための儀式なのだ.因習と伝統,

社会通念とされているものを完全に放棄すること,俗世の私事を整理し身軽になることが

saunteringのための第一条件なのだ. Thoreauの言う自由とは,過去をすっぽりと捨て

世俗-の執着をたつことだ.一回一回の歩みが一種の聖戦 (asortofcrusade)である.だ

から,二度と帰らぬ覚悟が必要なのだ.なお,中途半端な散策であってはいけない.身体と

精神の両面で出かけなければならない. "IamalarmedwhenithappensthatIhave

walkedamileintothewoodsbodily,withoutgettingthereinspirit."("Walking,"

W.Ⅴ.211)このように,徹底して内面に向かう心構えが Holy-Landerの第一要件なのだ.

Thoreauはその生涯を saunteringにかけた聖地巡礼者であった(36).ところで,彼の散策

は Concordを中心としており,周遊であり回帰的だ.散策に出ても必ず家に戻ってくる.

旅に出ても常に Concordに帰る. Thoreauは限りなく Concordに執着する.

5

ヨーロッパ人やアメリカ人が新大陸を Arcadiaとみなす傾向は,17世紀以来19世紀まで

続いた.新世界を ｢荒野｣ (Wilderness)と呼び,これをならわしとしたのはピューリタン

たちからであった(37).例えば,WilliamBradford(1590-1657)は ofPlymouthPlanta･

iionの中で, Maynower号で CapeCodに着いたときの状最を記している. "-･･･they

hadnownofriendstowelcomethemnorinnstoentertainorrefreshtheirweather-

beatenbodies;-- Besides,whatcouldtheyseebutahideousanddesolatewilder･

ness,fullofwildbeastsandmen--"(38)アメリカが恐しい荒々しい荒野であるとい う

このような暗いイメージは,ピューリタンとかれらに続く開拓者たちが抱いたものだった.

19世紀に入り,アメリカに繁栄の時代が到来するようになると,このイメージは薄れロマン

チックな楽園のイメージ-と変わっていく.

"Walking川の中で Thoreauは,アメリカの西部を ｢荒野のエデン｣と描いた.ここに,
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西部-荒野の等式が成り立つ.だが,この ｢荒野｣は,ビュー1)タ'/の荒野とは異なり,A

WeekやWaldenに描かれているように,絵のように美しく優しいおごそかなNewEngland

の土壌に生まれた自然である.大峡谷やサボテンの乾燥した砂漠や野牛と蛇とインディアン

の恐怖にさらされているフロンティアの荒野ではない. ｢荒野｣とは,処女地であり再生力

があり,自由と野生に満ち,常に未踏査で未発見のものを含み,時間を超えたフロンティア

の象徴であった(39).

さて, Thoreauの西部とは野生の象徴でもある.西部は植民者の居住しない野性的土地

の象徴である.彼は野生を生存の根源の象散としてえらんだ(40).

TheWestofwhichIspeakisbutanothernamefortheWild;andwhatIhave

beenpreparingtosayis,thatinWildnessisthepreservationoftheWorld.Every

treesendsits丘bresforthinsearchoftheWild.Thecitiesimportitatanyprice.

Menplowandsailforit.Fromtheforestandwildernesscomethetonicsandbarks

whichbracemankind.-･･･Thefoundersofeverystatewhichhasrisentoeminence
havedrawntheirnourishmentandvigorfromasimilarwildsource.("Walking,"

W.Ⅴ.224)

野生をこのように身近に位置ずけて説いたアメリカ人が Thoreau以前にいただろうか.

彼には,若い頃から野生-の非凡な侵保があった. "Thereisinmynature,methinks,

asingularyearningtowardwildness."(AWeek,W.I.54)彼は先ず野生の生命力に

魁せられた.野生こそが活力と精力の源泉なのだ,と彼は言う.野生は人間を元気ずけ滋養

を与えてくれるものなのだ.最も生命力のあるものは最も野性的なものであり,生命と野生

とは一致する. Thoreauにとって,西部は人間の中に野性的生命の火花を保持するのに重

要な野生の宝庫であった(41).

Thoreauは,霊的な生活へ導かれる本能と原始的で野蛮な生活へと向かう本能,すなわ

ち,人間の内面の純粋な神性と野性的獣性の二重性に言及する."Ⅰfoundinmyself,and

still負nd,aninstincttowardahigher,or,asitisnamed,spirituallife,asdomost

men,andanothertowardaprimitiverankandsavageone,andIreverencethem

both."(Walden,210)

ところで,この両面性は本質的に異なるものではない (42). 両者の源泉は同じところにあ

る.無垢,素朴,純粋,清浄等がそれだ.野生は荒々しくはあるが,これらをその屈性とし

てもつ.これらはまた,霊的な生活を送るHoly⊥Landerの必要不可欠の条件でもある.知

識と経険を超越し,直覚的に自然と融合しようとするときの必須の条件なのだ.こうした野

生は,霊感と想像力の源泉でもある."Myspiritsinfalliblyriseinproportiontothe

outwarddreariness.Givemetheocean,thedesert,orthewilderness.''("Walking,"

W.Ⅴ.228)Thoreauが道を横ざる woodchuckを見て生で食べたいと誘惑にかられるの

は,空腹のせいではない.野生の生命力と素朴で無垢な姿にひかれたからである.彼が荒野

の強壮剤の必要をくり返し主張するのは,野生の湧き出すような生命力と共に innocence

を見出していたからだといえよう.

Thoreauは神話を好んだ.野生におけると同じ素朴な姿を発見するからだ.彼は言う.
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"Idonotknowofanypoetrytoquotewhichadequatelyexpressesthisyeaming

fortheWild.--･Mythologycomesnearertoitthananything.--Mythologyis
thecropwhichtheOldWorldborebeforeitssoilwasexhausted."("Walking,"

W.Ⅴ.232)Thoreauは野生を見るとき原始時代-回帰する. 古代人は自己の意志に従っ

て生き,無垢にして清純な生活を送った.道具の道具になり下がった文明人とはちがって,

質素であるが心豊かな生活を送った.古代人は自然を敬虎視し,自然を崇拝し,何よりも自

然の生命と調和して生きた. Thoreauはそう考え,そういう生き様を自分の生活としたい

と願う.

荒野は野生に満ち自由である. Thoreauにとって野生は自由の象徴である.精神の自由

を愛した Thoreauが野生を求めたのは,その象徴性のゆえでもある.

Thoreauは Waldenの "Spring''の章で,野生に満ちる生命の再生の春の季節の歓びを

語る.春の到来によって,混沌から宇宙が創造され黄金時代が実現されたと言って,歓びを

最大限に表現する.死んでいた WaldenPondが生きかえったと述べ,世界の再創造の時

を賛美する.彼が春を愛し, Waldenが春に始まり春に終わる円環の物語となっているの

ち,一つには彼の野生への憧憶の結果なのである.

さて, Thoreauの荒野に対する態度は彼の文明観とも関係する.彼は文明を東部から侵

入してくると見たことは先に述べた.その東部の都市を覆う機械物質文明の当時の急速な進

展状況については,本論のほじ馴こ概説した. Thoreauは東部の文明との対比において西

部の荒野を措いた.彼は文明をどう考えたのだろうか. Waldenの "Economy"の章に彼

の文明批判が疏著に述べられているが,ここでは "Walking"を中心に検討を試みる.

Hawthorne,Whitman,HenryJames,Hemingway等代表的なアメリカ作家の主要な

作品の中で,機枕は風景に突然出現し安全で平和な状態を乱すもの として描かれている.

Thoreauも Hawthorneなどと同じく,機械文明の象徴として鉄道と蒸気機関車を措く.

彼は鉄道を必ずしも否定してはいない.だが,蒸気校閲串を "thatdevilishIronHorse"

(Walden,192)と呼び, "Wedonotrideontherailroad;itridesuponus.Didyou

everthinkwhatthosesleepersarethatunderlietherailroad?"(Walden,92)と,

枕木を文明の弊害に気付かぬ一般大衆にたとえ,機械文明社会が生み出す害毒に警鐘をなら

す.鉄道が侵入し,都市化が進み,産業経済社会へと激変する社会の実相をまのあたりに見

た Thoreauは,その変化を改良とか向上とかとは考えなかった.因習と伝統の支配する東

方,そして,物質文明の続行する東部を, Thoreauは,死んだような無気力な俗悪化した

ところと考えた.こういうThoreauの日から見れば, HThemassofmenleadlivesof

quietdesperation･"(Walden･8)であった･更に,_都市住民を "Hehasnotimetobe
anythingbutamachine."(Walden,6)と酷評し, "Thecivilizedmanisamore

experiencedandwisersavage."(Walden,40)と文明人を皮肉っている.東部は歴史を

知り芸術や文学を研究するためにいく場所でしかない.

EastwardIgoonlybyforce;butwestwardIgofree.Thitheronbusinessleads

me.ItishardformetobelievethatIshall五mdfairlandscapeorsufhcientwildness

andfreedombehindtheeasternhorizon.Iamnotexcitedbytheprospectofawalk

thither;butlbelievethattheforestwhichIseeinthewesternhorizonstretches
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uninterruptedlytowardthesettingsun,andtherearenotownsnorcitiesinitof

enoughconsequencetodisturbme.LetmelivewhereIwill,0mthissideisthe

city,onthatthewilderness,andeverIamleavingthecitymoreandmore,and

withdrawingintothewilderness.･･-･ImustwalkOregon,andnottowardEurope.

Andthatwaythenationismoving,andImaysaythatmankindprogressfrom

easttowest.("Walking,"W.Ⅴ.217-8)

Thoreauは文明西漸説を主張する. しかし,それは人文地理学的見地からして必ずしも

進歩の普遍的法則とはならない.サラセン帝国において中国文明がヨーロッパに伝播し,

NewEnglandに移植されたイギリス文明がアメリカ大陸で西方-広がったことは歴史的事

実だが,事情は時代と国によって異なっている.この一節で Thoreauは自らの西方志向を

明噺に語っている.彼は都市と田舎という地理的対比で語る.しかし,彼の真意は東部と西

部の比較関係にこそある.誇張された語 Oregonは西部を鮮明に読者の脳裡に刻みつける.

その西部は即荒野であることは,前に述べた.彼は,旧世界-の郷愁と文明の害悪の充満す

る東部-は,強いられなければいかない. Thoreauは都市から離れ,自ら西へ進み荒野-

と引っ込んでいく.野生に満ちた西部は自由と孤独を提供し,そこには未来と希望の広がる

無垢な地上の楽園があるからだ.彼は,文明の進歩と西部への侵入が無垢な野生的自然の力

を抹殺していくことに警告を発している."--inWildnessthepreservation ofthe

World."("Walking,"W.Ⅴ.224)ということばは,野生の中に福音をききとった彼の切

実な叫びなのである.

Thoreauは,Concord附近に野生が十分発見できないとき,荒野を求めて Maineの森

へ3度 Cod岬-4度更に北はカナダへ足をのばした.その旅の体験は, "A Yankeein

Canada"(1853年 Putnam'sMagagineに連載),TheMaineWoods(1864),CapeCod

(1865)の作品となって結実した.これらの作品に描かれる荒野は, Waldenや"Walking"

のそれとは趣きを異にする.例を TheMaineWoodsからとる.

Maineの森に Thoreauがはじめて出かけたのは1846年であった.本当の太古のアメリ

カを見ようとの期待があった. Concord周辺の自然に馴れ親しんだ Thoreauは期待に反

した荒々しい荒野を兄で障然とする.例えば,クタ-ドゥソ山 (Mt.Ktaadn)山頂の風景は

衝撃的であった. Concordの風景とはあまりにも異質であり対照的であったからである.

VastTitanic,inhumanNaturehasgothimatdisadvantage,caughthimalone,

andpilfershimofsomeofhisdivinefaculty.Shedoesnotsmileonhimasinthe

plains.Sheseemstosaysternly,Whycameyeherebeforeyourtime.Thisground

isnotpreparedforyou.(W.Ill.71)Naturewasheresomethingsavageandawful,

thoughbeautifuLIlookedwithaweatthegroundItrodon,･--Herewasno

man'sgarden.--Itwasnotlawn,norpasture,normead,norwoodland,norlea,

norarable,norwasteland.- -･Manwasnottobeassociatedwithit.Itwas

Matter,vast,terrific,- nothisMotherEarththatwehaveheardof.(W.III.

77-78)

荒涼たる冷厳な自然を目前にするとき,母なる自然のイメージは薄れ自然の事物の象徴的
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意味に対する彼の超絶主義的自信もたじろぐのであった(43).恐ろしく巨大な自然があまり

にもリアルにそこにあったからである.冷酷で恐怖に満ち荒々しい自然を Thoreauは確か

に知った.では,彼の ｢荒野のエデン｣としてとらへた西部への志向とどうかかわるのであ

ろうか.事実としてそこにある白魚を前に,彼の Arcadiaは消滅してしまったのだろうか.

あるいは,二種の異質の自然観が彼の中に二律背反的に同居しているのであろうか.

Thoreauの Walden湖畔での2年2ケ月の独居生活は1845年の7月に始められた.彼の

Maineの森-の旅はこの生活中に実行されたものだ.彼の代表作 Waldenが出版されたの

は1854年であるが,その前年1853年に彼はMaineの森へ第2回日の旅をしている.Walden

執筆にあたり,彼の頚の中には当然 Maineの森や Cod岬の荒々しく怒りに満ちた荒漠た

る自然のイメージもあったはずである.Waldenの自然はリアルな自然ではない.この作品

が超絶主義の代表作と言われるに相応しく,"Walking''のそれと本質的に同じである.で
は, Thoreauが Maineの森や Cod岬の自然の中に求めたものは何であったのか.それ

は彼が荒野の中に求めた無限の活力の姿であった.生涯にわたり一貫して,荒野の中に野生

的なものを追求したという点において変わりはないのである.更に言えば, "Walking"の

中で Thoreauは奥まったところにある自然林に覆われた沼地を聖なる場所と感じ, ｢至聖●
所｣(asanctumsanctorum)と呼ぶのと同じく,ククードゥン山においても,畏怖にも似

た厳粛な雰囲気の漂うのを感じたのであった.こうした態度から,荒々しい自然への旅の体

験は, "Spring''の章の力強いことばとなって結晶している(44).

Ourvillagelifewouldstagnateifitwerenotfortheunexploredforestsand

meadowswhichsurroundit.Weneedthetonicofwildness,- -Werequirethat

allthingsbemysteriousandunexplorable,thatlandandseabein丘nitelywild,

unsurveyedandunfathomedbyusbecauseunfathomable.Wecanneverhave

enoughofNature.Wemustberefreshedbythesightofinexhaustiblevigor,vast

andTitanicfeatures,thesea-coastwithitswrecks,thewildernesswithitsliving

anddecayingtrees,thethundercloud,andtherainwhichlaststhreeweeksand

pruducesfreshets.(Walden,317-8)

この ｢世界の保存｣としての野生の価値というThoreauの晩年の最も大きなテーマの一

つがここに如実に現われている."Walking"の原型が Maineの森や Cod岬 (1849年が

第 1回)への旅以前に書かれていること,また,この作品が彼の生前に手を加えた最後の作

品であることを考え8.とき,このエッセイに表われているThoreauの西方志向は,彼の本

質を考察する上できわめて重要な作品である.彼は荒野なる西部へ進み野生を求めた,と述

べて来た.何故荒野を志向し野生を求めたのだろうか.彼を超絶主義者として時代思潮の流

れの中でのみ考えてよいのだろうか.

6

Thoreauは,詩人,超絶主義者,自然科学者,政治社会批評家,測量技師などの顔を我々

に見せる.しかし,一つ一つの顔を見ていても,彼の全体像は浮かんでこない.彼の本質を,

｢真人 ･至誠の人｣と考える意見がある(45).一見ヒッピーの姿をしていたThoreauではあ
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るが,真実を求めて生きた至誠の人であったことは,今まで述べてきたところから明らかで

ある.だが,問題は至誠の人 Thoreauが生涯にわたって探求しつづけたものは何かという

ことである.その視点に立つとき,彼の本質的姿が現われてくるように思われる.

Canbyは "Thoreau'sWestwasofthespirit."(46)と言った.Christieは "Thoreau'S

WestwasofboththeSpiritandthebody"(47)と述べる.前者は超絶主義者 Thoreau

に重点をおき,後者は彼の自然への密着と自然観察者としての自然への姿勢を考察している.

本論では,彼の精神的側面に力点をおいて論じた. Holy-Lander としての彼の姿の中にこ

そ,彼の本質的人間像があると考えたからである.

Thoreauの志向したこと及び実践′したことを羅列する.彼は,見えざる HolyLandを

生涯をかけ探求し追求し続けた.そして,自らを Holy⊥Landerと確信していた.彼は,人

間を無垢な荒野にとりかこまれた罪のない存在と考えた.人間の善性を信じ,人間は無限に

完成されるという信念をもっていた.清貧,素朴,純粋,質素を求め,蟹沢や富を精神的豊

かさへの積極的妨害物として排斥した.過去を焼き払い,日常生活に訣別し,ひたすら聖地

への歩みを続けた.院想しながら間断なく近逢した.それは日課というより聖地探求のため

の儀式だった.荒野に共感し,生命力ある無垢な野生の姿に惹かれ心身両面で徹底して荒野

-向った.素朴な野生の活力の中に身をおくことによって,常に霊感 (inspiration)と直覚

力 (intuition)を鋭敏に保持し感覚的に自然と自己の精神の中へ沈潜しようとした.孤独を

求め,独り荒野を遣造することを愛した.腐巧した太古の樹木のある｢至聖所｣としての暗

い沼地に行くことを好み神話の世界に共感をおぼえた.原始世界の素朴,無垢,清浄,静寂

などに惹かれたからである.

禁欲,清貧,孤独,静寂,院想,荒野との共感など上述のことはすべて, mysticに入る

ための第一要件である. Thoreauはこれを実践した.自己執着を脱し直覚的に無我の境地

を探求した.森羅万象の中に神が遍在するから,自然と融合することによって人間は神と合
JEイ 7}

-できる,という超絶主義の思想を Concordの哲人 Emersonに学んだ.この自然との融

合とか神との合一などということはきわめて mysticなことであるはずだ. Thoreauが,

この超絶主義思想の実践方法を,東洋の神秘思想を表す聖典の中に学び, mysticの実践家

となったとき,観念の世界にのみ止って生きた Emersonは Thoreau の実像を見失って

しまったのではなかろうか.mysticism はことばを超えており,mysticは理解困難である

からだ.Thoreauは,"ThefactisIamamystic,atrariscendentalist,andanatural

philosophertoboot.''(Journal,March5,1853,W.ll,4)と自称し, "Iwouldfain
practicetheyogafaithfully,- -Iamayogi."("FamiliarLetters,"W.ⅤⅠ,175)

と宣言する. Thoreauの本質を mysticism において把捉し, mysticism の実践家とし

て彼の素顔をとらえるとき,彼が野生を求め西方を志向してひたすらsaunteringして生き

た理由が説明できるように思う.彼の mysticism についての考察は別の機会に譲ることに

したい.
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